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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 42,34 42,36 +0,02 43,76 -1,40

USD / BRL Spot BRL 2,2718 2,2878 +0,0160 2,2672 +0,0206

USD / JPY Spot JPY 96,21 96,90 +0,69 99,22 -2,32

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 49.875 50.299 +424 45.533 +4.766

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 184,6 179,0 -5,6 185,6 -6,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 10,91 11,15 +0,24 10,89 +0,26

DI Future Apr14（金利先物） % 9,06 9,12 +0,06 8,99 +0,13

3 Months US Dollar Libor % 0,265 0,265 +0,000 0,268 -0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 285,4 288,2 +2,8 286,7 +1,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 8月9日

昨日のドルレアルスポット相場はインフレへの懸念が再燃したことからレアル安へ戻す展開でした。朝方
は週次サーベイで成長率見通しが引き下げられたことから先週末比レアル安の２．２８台前半で始まり
ましたが、先週のレアル買い介入の余韻が市場の積極的なレアル売りを抑えて閑散な取引となりました。
その後、一部輸出企業からレアル買いが出たとの噂で２．２７を割り込む局面もありましたが、中銀の
ハミルトン理事が月次のインフレは今後上昇するとの見通しを示したことから市場の懸念が再燃し、金利
上昇・レアル売りとなりました。引けにかけてレアル安圧力は残り、結局２．２８台前半で引けています。

先週発表された７月のＩＰＣＡでは前月比が０．０３％増と最近３年で一番低い数字となりましたが、市場の
楽観ムードを打ち消すようにハミルトン理事はインフレ再燃のリスクを示唆しました。抑制されたインフレが
このままトレンドになるとの観測を静め、中銀のタカ派姿勢継続を示すことでインフレ期待抑制を狙って
いると思われますが、同時に市場の懸念はレアル売りとなって表れてもいます。中銀は介入姿勢を変えて
レアル安抑制に力を入れている最中ですから、今後もその動向が市場にとって重要な要因となっていく
でしょう。
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